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【 請 求 項 １ 】
　 静 電 潜 像 担 持 体 に 担 持 さ れ た 静 電 潜 像 を 可 視 化 す る た め の 一 成 分 現 像 剤 を 担 持 す る 現 像
剤 担 持 体 で あ っ て 、 前 記 現 像 剤 担 持 体 は 、 少 な く と も 基 体 と 、 前 記 基 体 表 面 に 形 成 さ れ た
樹 脂 被 覆 層 と を 有 し 、 前 記 樹 脂 被 覆 層 は 黒 鉛 化 度 ｐ （ ０ ０ ２ ） が ０ ． ２ ０ ～ ０ ． ９ ５ で あ
る 黒 鉛 化 粒 子 と 粗 し 粒 子 を 少 な く と も 含 有 し 、
　 前 記 樹 脂 被 覆 層 の 焦 点 光 学 系 レ ー ザ ー を 用 い て 測 定 し た 表 面 形 状 に お い て 、 前 記 粗 し 粒
子 に よ り 凸 部 が 形 成 さ れ て い な 一 定 面 積 Ａ 微 小 な 凹 凸 部 分 積 Ｂ が ４
． ５ ≦ Ｂ ／ Ａ ≦ ６ ． ５ の 関 係 を 満 足 し て お り 、
　 更 に 前 記 樹 脂 被 覆 層 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ９ ～ ２ ． ５ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 現 像 剤 担 持 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 黒 鉛 化 粒 子 は バ ル ク メ ソ フ ェ ー ズ ピ ッ チ 粒 子 を 黒 鉛 化 し て 得 ら れ た も の で あ 求
項 １ に 記 載 の 現 像 剤 担 持 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 黒 鉛 化 粒 子 は メ ソ カ ー ボ ン マ イ ク ロ ビ ー ズ 粒 子 を 黒 鉛 化 し て 得 ら れ た も の で あ
求 項 １ に 記 載 の 現 像 剤 担 持 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　 一 成 分 現 像 剤 を 現 像 剤 担 持 体 、 静 電 潜 像 担 持 体 に 対 向 す る 現 像 領 域

像 剤 を 搬 送 し 、 送 さ れ た 現 像 剤 に よ り 静 電 潜 像 担 持 体 に 担 持 さ れ
た 静 電 潜 像 を 現 像 現 像 方 法 に お い て 、

い 領 域 の に お け る の 体

る 請

る 請

前 記 領 域 の 一 定 面 積 Ａ が 、 前 記 樹 脂 被 覆 層 の 表 面 を １ ０ ０ 倍 の 対 物 レ ン ズ を 使 用 し て ２
０ ０ ０ 倍 の 倍 率 で 観 察 し た と き に 、 前 記 粗 し 粒 子 に よ る 凸 部 が 存 在 し な い 横 ２ ０ μ ｍ × 縦
２ ０ μ ｍ の 面 積 の 領 域 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 現 像 剤 担 持 体 。

担 持 さ せ た を 用 い て
へ 該 一 成 分 現 搬 該 一 成 分

す る 工 程 を 有 す る



　 前 記 現 像 剤 担 持 体 、 こ と を 特
徴 と す る 現 像 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 一 成 分 現 像 剤 が 、 結 着 樹 脂 、 磁 性 体 を 少 な く と も 含 有 す る ト ナ ー 粒 子 か ら な る
ト ナ ー で あ っ て 、 前 記 ト ナ ー 粒 子 フ ロ ー 式 粒 子 像 測 定 装 置 で 計 測 さ れ る 円 相 当 径 ３ μ
ｍ 以 上 ４ ０ ０ μ ｍ 以 下 の ト ナ ー 粒 子 に お け る 平 均 円 形 度 が ０ ． ９ ３ ５ 以 上 ０ ． ９ ７ ０ 未 満
で あ り 、 個 数 平 均 粒 径 分 布 に お い て ０ ． ６ μ ｍ 以 上 ３ μ ｍ 未 満 の ト ナ ー 粒 子 の 比 率 が ０ ％
以 上 ２ ０ ％ 未 満 で あ 請 求 項 に 記 載 の 現 像 方 法 。
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が 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 現 像 剤 担 持 体 で あ る
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